
001 2008/04 keizai doyu

在
、
こ
の
国
を
覆
っ
て
い
る
停
滞
感
は

一
体
何
だ
ろ
う
か
。

世
界
経
済
は
こ
こ
数
年
、
過
去
に
な
い
同
時

高
度
成
長
を
果
た
し
て
い
る
。

２
０
０
４
年
５
・
３
％
、
２
０
０
５
年
４
・

８
％
、
２
０
０
６
年
５
・
４
％
で
あ
る
。
し
か

も
経
済
成
長
の
基
軸
は
完
全
に
発
展
途
上
国
に

転
移
し
、
わ
が
国
の
輸
出
入
に
占
め
る
ア
ジ
ア

の
シ
ェ
ア
は
56
％
に
達
し
た
。

中
国
・
イ
ン
ド
を
中
心
と
す
る
ア
ジ
ア
諸
国

の
発
展
は
著
し
い
。
そ

の
結
果
、
わ
が
国
の
優

良
企
業
の
海
外
依
存
度

は
拡
大
し
、
売
上
高
・

利
益
の
過
半
を
依
存
す

る
ケ
ー
ス
も
増
加
し
て

い
る
。

ま
た
２
０
０
７
年
に

は
貿
易
収
支
と
所
得
収

支
が
逆
転
し
、
資
産
大

国
と
し
て
の
日
本
の
新
し
い
姿
も
浮
き
彫
り
に

さ
れ
つ
つ
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
本

来
な
ら
競
争
優
位
に
あ
る
わ
が
国
の
地
理
的
位

置
と
主
要
二
次
産
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
保
持
は
絶

対
的
優
位
性
を
確
立
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。

そ
の
恩
恵
も
あ
り
鉄
鋼
業
や
建
設
機
械
な
ど
、

ま
た
商
社
海
運
業
界
も
史
上
最
高
益
を
更
新
し

て
い
る
。
し
か
し
、
参
議
院
選
で
の
与
党
の
惨

敗
に
始
ま
っ
た
政
局
の
混
迷
に
よ
り
、
本
来
果

た
す
べ
き
構
造
改
革
の
推
進
と
そ
れ
に
よ
る
経

済
成
長
の
加
速
は
後
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

か
わ
っ
て
地
域
間
・
企
業
間
・
個
人
間
格
差
が

声
高
に
誇
張
さ
れ
、
そ
の
被
害
者
意
識
は
責
任

感
の
無
さ
に
比
例
し
て
世
論
を
形
成
し
つ
つ
あ

る
。そ

れ
を
受
け
て
消
費
者
庁
の
新
設
な
ど
の
議

論
が
な
さ
れ
、
官
製
の
規
制
強
化
が
正
当
化
さ

れ
る
恐
れ
が
強
い
。

２
０
０
７
年
度
は
、
下
期
後
半
に
入
っ
て
か

ら
米
国
の
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
問
題
に
端
を

発
す
る
国
際
金
融
市
場
の
不
透
明
感
か
ら
、
そ

の
影
響
が
実
体
経
済
に
及
ぶ
こ
と
が
懸
念
さ
れ

て
い
る
。
加
え
て
、
建
築
基
準
法
・
金
融
商
品

取
引
法
・
貸
金
業
法
・
風
俗
営
業
法
の
改
定
が
、

耐
震
偽
装
の
防
止
や
消
費
者
金
融
金
利
の
固
定

化
な
ど
い
ず
れ
も
法
案
設
立
の
主
旨
に
は
も
っ

と
も
な
点
は
あ
る
も
の
の
、
実
体
経
済
で
の
マ

イ
ナ
ス
面
や
運
用
体
制
の
未
整
備
に
よ
る
多
大

な
負
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
。

食
品
賞
味
期
限
や
安
全
性
、
そ
し
て
生
産
地

偽
装
問
題
な
ど
も
、
今
後
、
国
際
間
の
摩
擦
や

多
く
の
中
小
企
業
者
が
倒
産
に
追
い
込
ま
れ
て

経
済
の
成
長
を
妨
げ
る
。
そ
の
結
果
、
東
京
証

券
取
引
所
が
海
外
か
ら
見
向
き
も
さ
れ
な
い
魅

力
の
な
い
国
家
に
な
り
下
が
る
危
険
性
が
あ
り
、

何
と
し
て
も
食
い
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

自
由
よ
り
も
平
等
を
優
先
す
る
社
会
は
、
結
局
、

平
等
も
自
由
も
得
ら
れ
な
い
。
弱
者
保
護
の
名

の
下
に
政
府
や
官
僚
が
裁
量
や
規
制
を
強
化
す

る
こ
と
は
阻
止
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

巻頭言

林野　宏

規制不況の阻止を
副代表幹事

消費活性化委員会委員長

クレディセゾン
取締役社長

C o n t e n t s
001

002

009

012

013

027

029

030

規制不況の阻止を

第2回同友会・政策フォーラム
持続可能で活力に溢れた社会を実現する税制抜本改革

国際問題委員会　小島順彦
金融・資本市場委員会　芦田昭充
経済外交委員会　勝俣宣夫

「ちょっといいご縁」のお話

金融・資本市場委員会提言、経済外交委員会提言ほか

2008年３月の記録と５月の予定

2008年３月21日現在の入退会者

ランスでの受賞記念

●巻頭言　林野宏

●特集

●委員長インタビュー

●リレートーク　小林哲也

●経済同友最前線

●同友会スケッチ

●新入会員紹介

●私の思い出写真館　石井幹子

現


